記載例７

様式第１２号（第１５条関係）

収支決算書
（敬老会）
1  収入決算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

	科目


	予算現額
	決算額
	比　較

増減額

（Ｂ－Ａ）
	摘 要（説 明）



	
	（Ａ）
	（Ｂ）
	
	

	市補助金
	２７６，０００
	２７６，０００
	０
	

	社協補助金
	５０，０００
	５０，０００
	０
	

	自治会補助金
	４０，０００
	４０，０００
	０
	

	寄付金
	４，０００
	４，０００
	０
	

	雑収入
	０
	０
	０
	

	合計
	３７０，０００
	３７０，０００
	０
	


2　支出決算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

	科目

	予算現額
	決算額
	比　較
増減額

（Ａ－Ｂ）
	摘 要（説 明）


	
	（Ａ）
	（Ｂ）
	
	

	需用費
	２６５，１００
	２４５，１００
	２０，０００
	別紙のとおり

	報償費
	４２，０００
	２０，０００
	２２，０００
	〃

	役務費
	１９，４００
	１４，４００
	５．０００
	〃

	使用料及び賃借料
	４３，５００
	３８，５００
	５．０００
	〃

	委託料
	0
	0
	0
	

	その他
	0
	0
	0
	


	合計
	３７０，０００
	３１８，０００
	５２，０００
	



３　収入支出差引

	収入決算額
	支出決算額
	収入支出差引額
	摘　　　　要（てん末）

	３７０，０００円

	３１８，０００円

	５２，０００円

	参加者10名減のため
市へ戻入した。


2　支出決算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

	科目

	金額
	摘 要（説 明）


	需用費
	２４５，１００
	1 食糧費
5,500円(税込)×40人＝220,000円
2 消耗品費
事務用品代2,100円
名札代2,020円
3 印刷製本費
インクカートリッジ代

5,500円(税込)×1個＝5,500円
製版代
387円(税込)×40人＝15,480円

	報償費
	２０，０００
	演芸者に対する謝礼

20,000円

	役務費
	１４，４００
	1 切手代
84円×100枚＝8,400円
2 保険料

6,000円

	使用料及び賃借料
	３８，５００
	1 会場使用料

33,000円
2 車両借上料

5,500円

	委託料
	0
	

	その他
	0
	

	合計
	３１８，０００
	


比較増減額の記入につきましては，マイナス表示にならないように記入してください。


（予算現額を調整して計算願います。予算現額につきましては，当初の予算書と数値が異なっても差し支えありません。）








